
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

公共施設整備基金管理

財政調整基金管理

減債基金管理

まちづくり振興基金管理

決算額

国支出金

執行体制

総務管理費

総務費 総務管理費

一般会計

項 目

作成日

細事業名

財政調整基金積立金

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

3,886,200

事
業
費 地方債

年度別計画

0

基金の積立て・取崩し 基金の積立て・取崩し 基金の積立て・取崩し

108,372,000

3,059,269,133

2,227,772,000 3,093,341,000

3,976,752,000

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

4,189,823,059 2,215,645,297

2,596,954 3,844,880

0.33

事務事業評価表
１．基本事項

0.48 0.48

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

公共施設整備基金積立金

企画費 まちづくり振興基金積立金

将来にわたる市財政の健全な運営に資するため

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

積立等の基金管理等を行う。

成果
※何を求めるか

計画的かつ継続的な財政運営につなげる。

一般会計

中項目 2 将来に向けた持続可能なまちづくり

0

事務事業

4

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

210,474,105 265,072,417 286,737,134 108,372,000

4,199,708,000

0 0

939,164,833

一般会計

財政調整基金費

減債基金費

区分

大項目

小項目

6

将来にわたる市財政の健全な運営に資するため、各債権及び積立等の基金管理をすることによって、計画的かつ継続
的な財政運営につなげるものである。

県支出金 0 0 0 0

総務費

財産管理費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

総務管理費

総務費 総務管理費

各債権および基金

0

111,527,293

3,155,293

0.37

1,946,728,000

0

2,211,800,417

令和5年度 令和6年度

3,063,215,809

3,946,676

令和07年06月19日(木)

令和9年度

地方財政法、深谷市減債基金条例、深谷市公共施設整備
基金条例、深谷市財政調整基金条例、深谷市まちづくり
振興基金条例

■ □

2,772,531,999 0

財政課 担当係 財政係 管理番号 4151債権・基金管理事務

みんなで創る協働のまち

行財政運営の推進

令和7年度

総務費

4,187,226,105

基金の積立て・取崩し

担当課

令和4年度

減債基金積立金

229,670,100

1,886,548,000

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

減債基金積立

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

財政調整基金積立

減債基金残高

目標値

実績値

財政調整基金残高

全体基金残高

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

成果指標３

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

16,829.0116,626.69

1,689.36 1,692.59

13,981.54 12,379.66

百万
円

活動指標２

成果指標１

単
位

百万
円

成果指標２

31,007.32 32,058.25

実績値の算出式

22,530.48

実績値

20.95 26.64 29.87 34.20

目標値 27,725.78

13,997.25

令和
9年度

　地方財政法では、決算剰余金の１／２以上を積立等することとされてい
る。
　令和６年度は、第２次深谷市総合計画後期基本計画における財政見通し
上の基金規模を踏まえた積立を行い、将来の財政需要への備えを適切に講
じた。

前年度末基金残高＋当該年度当初積立予算額－当該年度当初取崩予算額　/　目標値＝当初予算・実績値＝決算

実績値の算出式

2,545.65 1,005.59 1,886.55

15,863.59

1,695.98

百万
円

百万
円

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 財政課　財政係長　山口　圭一

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　基金の適切な積立と取崩により、効率的な財政運営が行えた。

A

A

　決算剰余金や運用利子を適切に積み立てるなど、将来の財政需要を見据
えた計画的な積立が行えた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 財政課　財政係長　山口　圭一

3.37 3.39 3.73

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

2.86

26,685.06

11,609.77

前年度末基金残高＋当該年度当初積立予算額－当該年度当初取崩予算額　/　目標値＝当初予算・実績値＝決算

1,693.53

1,687.01 1,692.73

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

基金を確実かつ効率的に運用し、運用益等を積み立てる。/目標値＝当初予算・実績値＝決算

　

29,118.16

令和
7年度

令和
8年度

3.23

26,784.14

前年度末基金残高＋当該年度当初積立予算額－当該年度当初取崩予算額　/　目標値＝当初予算・実績値＝決算

1,697.26

百万
円

5.20

基金を確実かつ効率的に運用し、運用益等を積み立てる。　/　目標値＝当初予算・実績値＝決算

3.89


